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教職員の使命と誇りを再認識しよう 
 

 

 教職員の皆さんは、３か月にわたる学校休業というこれまでに経験のない緊急事態の中、
子供たちのことを第一に考えながら、大変な日々を過ごされてきたと思います。皆さんの御
尽力に改めて感謝いたします。 
 
 私も、新型コロナウイルス感染症の関係で様々考えることがありましたが、学校を休業し
たことで再認識できたこともあります。 
 
 まず、学校がいつもと変わらぬ教育活動を行うことが、児童生徒の教育という面だけでな
く、人々が社会生活を維持していくうえでも大きな役割を担っているということに改めて気
づかされました。電気・ガス・水道といったインフラとともに、学校は社会の基盤を支える
重要な存在です。 
 
 また、教職員についても同様です。 
 
 御覧になった方もいると思いますが、３月のあるテレビ番組の中で、休業中の小学校１年
生の家庭を担任の先生が家庭訪問をするという場面がありました。先生が玄関を開けた瞬間、
小学生の男の子がその先生に駆け寄り、会えた喜びを全身で表現していました。その光景を
見て、子供たちにとって先生という存在がいかに大きな、そして大切なものであるか再認識
できました。 
 
 皆さんも、「私たちは子供たちがいて初めて元気でいられる」ということを改めて実感して
いるのではないでしょうか。ガランとした教室やグラウンドを見るたびに、教職員としての
自分の存在意義のようなものを考えたことと思います。 
 
 危機的状況にある今だからこそ、皆さんも改めて教職員としての使命や誇り、また自らの
志について思いを巡らせてみてください。 
 
 私は、先行き不透明な時代をたくましく、心豊かに生きていける子供たちを育てていくこ
とが教育に課せられた使命である、そして、無限の可能性を持つ子供たちの成長を本気にな
って支えていくことが、私たち教職に携わる者の誇りにつながっていくものと考えています。 
 
 しかし、大変残念なことに、昨年度、不祥事を起こして懲戒処分を受けた教職員の数は、
教育委員会全体で３９人となり、過去１０年間で最も多い人数となりました。教職員による
不祥事は、長年かけて築き上げた教育に対する県民の信頼を著しく損ねるものであり、断じ
て許されるものではありません。 
 
 私たち教職員一人一人が果たすべき崇高な使命をしっかり意識して行動すれば、自ずと不
祥事は無くなるはずです。私も皆さんが誇りを持って職務に励める環境を作っていきます。
未来を担う子供たちの教育に、誇りと気概を持って取り組んでいきましょう。 
 
                             令和２年５月２９日 
                             埼玉県教育委員会教育長 
                                   髙田 直芳  
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